（別記）
「児童生徒に係る問題行動報告書」記入上の留意事項
１　速報について
　(1)　「速報」に○をつけ、わかる範囲で記入する。
　(2)　できるだけ速やかに報告すること。
　　　　※必要に応じて、続報を入れること。

２　最終報告について
　(1)　「最終報告」に○をつけ、速報後の詳細を含めて記入する。
　(2)　対応・措置の終了後、当該児童生徒の最終的な措置を具体的に記述し、速やかに報告すること。
※年度をまたがないようにすること

３　様式への記入について
　(1)　「問題行動の種別」欄は、次のとおりとする。
　　ア　児童生徒による暴力行為（対教師暴力、生徒間暴力、対人暴力、器物損壊）
　　イ　児童生徒による窃盗（万引き、オートバイ盗、自動車盗等）
　　ウ　児童生徒によるぐ犯・不良行為（喫煙、深夜徘徊、家出、シンナー乱用、
　　　暴走行為等）
エ　深刻ないじめ事案
オ　その他（恐喝等）
[bookmark: _GoBack](2)  「問題行動についてのいじめの認知」欄については、該当する項目に○をつける。
  (3)　「問題行動の概要」欄について
　　ア　この欄を読めば問題行動の概要が分かるように、事件のあらましを簡潔に記述する。
　　イ　原則として日時の経過を明示しながら事実を記述し、事件と直接関係のない事柄、推測や予想は記入しない。
　　ウ　該当児童生徒は、個人名を記述せず、Ａ・Ｂ等で示し、家族に関する事柄や具体的な店舗名など、個人情報や個人の特定につながる記述は一切しない。
　　エ　被害等の状況についても併せて記述する。
(4)　「学校における対応・措置」欄について
　　ア　(2)と同じように、日時の経過に従って対応・措置を簡潔に記述する。
　　イ　特にマスコミの報道と内容が異なる場合は、その旨を記入すること。
　　ウ　「相手方の主張」が必要な場合には、この欄の下に項目を設けて記入する。
(5)　「市町村教育委員会からの指導・支援」欄には、市町村教育委員会からの指導・支援内容について記述する。また、いじめによる重大事態への対応については、首長への報告期日、再調査の有無等について記述する。
(6)　「警察等関係諸機関との連携・対応」欄には、関係諸機関（○○警察署、○○児相等、具体名を記入する）との連絡や対応の内容を記述する。

